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研究成果の概要（和文）：本研究は、レジリエンスやソーシャルキャピタルの重要性を定量的に証明するため、(1)大
学生における社会関係の発展と精神疾患の予防・軽症化・早期回復との関係を明らかにし、(2)レジリエンスやソーシ
ャルキャピタルの要素となる、大学生がもつ精神疾患へのスティグマの現状とその要因について検討した。本研究は、
査読付き英文誌7誌をはじめとした成果を上げた。本研究の研究成果は、下記小冊子に詳細にまとめ、被験者、関係者
に配布し、研究成果の普及に努めた。この報告冊子は、研究代表者に請求するか、ホームページ上で手に入れることが
できる。

研究成果の概要（英文）：This study explored the importance of resilience and social capital. We used 
quantitative approaches to examine (1) the relationship between expansion of social relationship and 
prevention of mental illness, and (2) mental health-related stigma, which is a factor of resilience and 
social capital, in Japanese university students. The detailed results of this study was summarized a 
leaflet and we can provide if needed via internet site.

研究分野： 精神医学

キーワード： 思春期　抑うつ症状　縦断研究　社会関係　スティグマ
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１．研究開始当初の背景 
思春期後期は、社会関係を発展させる一方、

精神疾患の有病率も急激に増加する時期で、
大学生までに 8 人に 1 人が精神疾患を患うか、
罹患した経験を持つ。大学生活は、新たに構
築する社会関係を利用してライフイベント
に対応し、本人の自尊心を高め、自我を確立
させる過程として重要な場である。本研究で
は、大学というコミュニティにおいて社会関
係の発展が、精神疾患の予防・軽症化・早期
回復につながることを定量的に証明し、社会
関係構築の正の側面を見出すことが目的で
ある。本研究によって、レジリエンスやソー
シャルキャピタルの重要性を定量的に証明
し、大学精神保健・支援機関のモデルケース
となることを目的とする。 
 
２．研究の目的 
(1) 社会関係の発展と精神疾患の予防・軽症
化・早期回復との関係を明らかにする。 
 
(2) レジリエンスやソーシャルキャピタル
の要素となる要素として、大学生がもつ精神
疾患へのスティグマの現状とその要因につ
いて検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) インターネットアルバイト募集サイト
より、本研究の目的を伝えずに被験者をリク
ルートし、都内 20 の大学より 259 名を登録
した。ウェルビーイング WHO-5、抑うつ症
状 GHQ-12、ソーシャルサポート SSQ-6、及
び各種社会経済的背景等を質問紙から得る
調査を、初回、1 年後と実施した。1 年後は、
218 名（84.2％）から回答を得た。 
 ソーシャルサポートが精神的健康に及ぼす
影響について、SSQ-6 と WHO-5 を用いて重
回帰分析を用いて検討した。 
(2) 上記調査に、スティグマ指標も聴取し、
大学生のもつ精神疾患へのスティグマの現
状を検討し、スティグマを持つ要因として、
メディアとの関係、統合失調症病名変更の認
知度に着目して検討を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 初回時のソーシャルサポートと 1 年後
の精神的健康との関連において、初回時の
SSQ-6 人数の多さや満足度の高さは、1 年後
の WHO-5 得点の高さと有意な関係があった。
交絡因子（年齢、性別、初回時 WHO-5 得点）
調整後、初回時の SSQ 満足度（SSQ-B）が 1
年後の WHO-5 上昇を予測した（表 1-1）。 
 初回時の精神的健康と1年後のソーシャル
サポートとの関連においては、初回時の
WHO-5 得点の高さは、1 年後の SSQ 人数の多
さや満足度の高さと有意な関係があった。交
絡因子調整後、初回時の WHO-5 得点の高さは
1 年後の SSQ 人数の増加を予測する傾向のみ
であった（表 1-2）。 
 

(2) 「統合失調症」ペアの正解率が 41%、「認
知症」ペアが 87%であった。「統合失調症」ペ
アを正解した人は、不正解の人よりも、メデ
ィアからメンタルヘルスに関する情報を得
ている割合が高かった（図 1）。 
スティグマは、旧病名、「統合失調症」、「う

つ病」、「糖尿病」の順に低くなっていた（す
べて p < 0.001, 図 2）。クイズの正解別でみ
ると、「統合失調症」ペアを正解した人は、
不正解の人よりも、旧病名と「統合失調症」
のスティグマ差が小さくなっていた（図 3）。 
 
なお、本研究の研究成果は、下記小冊子（図
4）に詳細にまとめ、被験者、関係者に配布
し、研究成果の普及に努めた。この報告冊子
は、研究代表者に請求するか、ホームページ
上で手に入れることができる。 
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表 1-1．初回時のソーシャルサポートが 1 年
後の精神的健康（WHO-5）に与える影響 

 
表 1-2．初回時の精神的健康（WHO-5）が 1年
後のソーシャルサポートに与える影響 
 
図 1．メディアからメンタルヘルスに関する   
情報を得た割合 
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図 2．病名ごとのスティグマ（MIDUS-SR 得点） 

 
 
図 3．「統合失調症」クイズ正解によるスティ
グマの違い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4．報告書兼小冊子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


